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医療法人渓仁会

手稲渓仁会病院 
地域医療を支える中核病院として
常に挑み続けることが使命

　当院は「患者主体の医療に徹する」という基本理念のも

と、1987年に開院いたしました。以来、地域の中核病院と
して総合的な急性期専門医療に取り組むとともに、救急

医療の強化や研修医教育にも力を注いできました。

　救命救急については、1997年に救急部門を創設し、365
日・24時間体制での受け入れを実現。2005年には救命
救急センターの指定を受け、北海道で初となるドクター

ヘリ事業も開始いたしました。また、小児NIVセンター
やがん治療管理センターの開設など、地域に根ざしなが

らも、常に全国レベルの医療をめざしております。

　急性期病院としての機能を持つ当院は、他の医療機関

との協力体制を築き、地域医療連携を進めてきました。各

医療機関が得意分野を生かし、機能を分担することで、よ

り最適なサービスが提供できると考えています。

　本年10月には、待望の手稲家庭医療クリニックが始動
いたしました。また将来的には、マンパワーの充実を図

り、一般診療365日体制で行う構想もあります。地域住
民の皆さまに誇りに感じていただける医療機関をめざ

し、常に挑戦を続けていきたいと考えています。

札幌市手稲区前田1条12丁目1-40　1011-681-8111

■稼働病床数 547床
　内　救命救急センター 19床
　　　ICU 12床
　　　SCU 6床
　　　開放型病床 5床

■診療科目

内科・呼吸器内科・循環器内科・消化器内

科・血液内科・腫瘍内科・腎臓内科・外科・呼

吸器外科・消化器外科・心臓血管外科・整形

外科・脳神経外科・形成外科・精神保健科・

リウマチ科・小児科・皮膚科・泌尿器科・耳

鼻咽喉科・頭頸部外科・産科・婦人科・眼科・

放射線診断科・放射線治療科・病理診断科・

麻酔科・救急科・口腔外科・小児歯科・歯科

■主な特徴

救命救急センター・厚生労働省救急医療対

策事業・ドクターヘリ導入促進事業実施主

体（基地病院）・臨床研修指定病院・

ISO9001/14001認証（審査登録）・日本医
療機能評価機構認定病院（一般病院）・プラ

イバシーマーク認定・DPC対象病院　など

［沿　革］

1987年 12月 手稲渓仁会病院開院
1988年 7月 救急病院指定
1990年 3月 総合病院承認
1997年 4月 厚生省臨床研修病院指定
1998年 4月 メディカル手稲開設
1999年 7月 開放型病床承認
2000年 5月 手稲渓仁会クリニック開院
2001年 2月 ISO9001審査登録
2004年 1月 ISO14001審査登録
2005年 3月 救命救急センター指定
 4月 ドクターヘリ正式運航開始
 9月 日本医療機能評価機構認定
2006年 4月 DPC対象病院指定
2007年 5月 救命救急センター開設
  地域連携福祉センター開設
2008年 4月 小児NIVセンター開設
  がん治療管理センター開設
2009年 4月 地域がん診療連携拠点病院
 10月 手稲家庭医療クリニック開院

DATA

手稲渓仁会病院院長

田中 繁道
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［ わ た し た ち の C S R ］ 手稲渓仁会病院の取り組み

一 人 で も 多 く の 生 命 を 救 う た め に ［ドクターヘリ事業］

目的 地域の救命救急・医療体制の充実 結果 迅速な救命救急活動の実現

●北海道ドクターヘリ運航実績

2005年度
2006年度
2007年度
2008年度

346件
496件
566件
522件

261件
389件
453件
430件

85件
107件
113件
92件

総出動要請件数 出動件数 未出動

　ドクターヘリとは、救命救急処置を必要とする救急現

場へ、速やかに救急専門医師と看護師を派遣し、治療開始

時間の短縮を図る救急医療専用のヘリコプターです。ま

た、患者さまの状態に応じ、決定的な治療が可能な医療機

関への搬送時間短縮という役割も担っています。

　当院では、2005年 3月の救命救急センター設置にあわ
せて、同年 4 月から道央ドクターヘリの基地病院に指定

され、本格的な

運航を開始し

ました。迅速か

つ的確な治療

が必要とされ

る救急医療の

現場において、

一人でも多く

の患者さまを

救う取り組み

として、地域からの大きな期待に応えています。

　当院はドクターヘリについて、2002年より周辺自治体
や医療機関、消防機関と協力し「北海道ドクターヘリ運航

調整研究会」を設立。研究運航を重ねたうえで、導入を実

現しました。現在、運航圏域は道央圏および、手稲渓仁会

病院を中心にして半径 100キロメートル圏内となってい
ます。

　北海道のような広域なエリアでは、ドクターヘリの機

能がより重要となります。当院ではドクターヘリの安全

かつスムーズな運航をめざし、地域の消防機関、その他関

係機関との連携にも力を注いでいます。

がん治療を受ける患者さまの視点に立つ ［がん治療管理センターの開設］

目的 治療・看護・ケアを長く継続できる体制づくり 結果 がん診療連携拠点病院として地域のがん治療をリード

　患者さまができるだけ安心して治療を継続できる体制

づくりをめざし、2008年 4月に「がん治療管理センター」
を開設しました。同センターには 4つの部署があります。
抗がん剤の種類が増え一人ひとりに合わせた投薬が可能

になったことから、自宅での生活や仕事を続けながら通

院で治療を受けられる「外来化学療法室」。がんそのもの

や治療の多くに伴う体と心の痛みを和らげる「緩和ケア

室」。患者さまとご家族、地域の方々への相談業務やセカ

ンドオピニオン外来の受付などを行う「がん相談支援

室」。4名のがん登録士を配置し、がん患者の情報の集計
と分析を行うことで早期発見や治療効果の向上につなげ

る「医療情報・がん登録統計室」です。

　当院のこうした個々の分野を充実させる取り組みや職

員の熱意、これまでの治療実績などが背景となり、2009
年 4月、厚生労働省により「地域がん診療連携拠点病院」
の指定を受けました。地域の拠点となる医療機関として

近隣病院とのがん

診療連携を図りな

がら、がん治療を

受ける患者さまの

視点に立った、充

実したがん治療へ

の取り組みを進め

ていきます。
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目的 患者さまとご家族へのサポート 結果 病気や治療に対する不安の解消・予防への啓発

［ わ た し た ち の C S R ］ 手稲渓仁会病院の取り組み

目的 急性期から回復期までの診療計画を可視化 結果 転院後のスムーズな診療・患者さまへの適切な診療情報の提供

　当院では地域医療連携を推進してきました。その取り組

みの一環として実用化したのが地域連携パスです。地域連

携クリニカルパスとは、入院から回復、在宅までのケア全

体を示した診療計画のことで、関係する機関同士で患者さ

まの情報を共有するために用いられます。北海道ではまだ

実施地域は少なく、手稲周辺地域では当院が中心となっ

て、「大腿骨近位部骨折地域連携パス」と「脳卒中地域連携

パス」が導入されています。

　地域連携クリニカルパスによって診療を可視化し、治療

が終わるまでの方針をわかりやすく示すことで、転院後や

在宅に移ってからも診療がスムーズになり、患者さまは的

確な治療を受けることができます。また、治療が現在どの

段階にあるのかといった情報を、患者さまやご家族と共有

することで、安心して治療に臨んでいただけます。

　これからはさらに地域連携クリニカルパスによる提携

医療機関のネットワークを広げ、適切で迅速な医療サービ

スの実現に向けて努力していきます。

●急性期病院と回復期リハビリ病院との
　地域連携クリニカルパスイメージ
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患 者 さ ま の 診 療 計 画 を ス ム ー ズ に ［地域連携クリニカルパス］

地 域 の 皆 さ ま と 手 を 取 り 合 っ て ［市民公開講座の実施］

※市民公開講座の様子
（0 7 年度版CS R2 8 ページの画像を転用）

　当院では、患者さまやそのご家族を対象にした市民公

開講座を開催してきました。近年は、特に関心の高い、「腎

臓病教室」と「母親教室」の 2教室を実施。入院患者さまや

ご家族、地域住民の方なども含め、多いときでは 80 名ほ

どが受講されました。

　講義では、医師や看護師、薬剤師、管理栄養士などが診

療面や生活面などへのアドバイスを行い、会場からの質

問にも各専門職がわかりやすく回答。「実践しやすい内容

で、役に立った」と好評を得ています。

　また、当院が 2009 年 4 月 1 日に、厚生労働省より地域

がん診療連携拠点病院の指定を受けたことに伴い、がん

に関する市民フォーラムの開催も始めました。毎回、具体

的な症例などの講演に続き、医師、看護師や医療ソーシャ

ルワーカーらと交流する機会を設けています。この他、悩

みや不安を持つがん患者さまが、同じ悩みを持つ

方々や医療者と情報交換し、ともに支え合う場とな

ることをめざして月に 2回、定期的に、がん患者サ

ロン「さくら会」を開設しています。

　こうした取り組みは、地域の皆さまのニーズに応

える医療機関としての役割でもあります。これから

も皆さまの声を取り入れながら、継続していく考え

です。

※市民公開講座の様子
（0 7 年度版CS R2 8 ページの画像を転用）

当院 、患者さまやそ 家族を対象 市民公

開講座を開催してきました。近年は、特に関心の高い、「腎

臓病教室」と「母親教室」の 2教室を実施。入院患者さまや

ご家族、地域住民の方なども含め、多いときでは 80 名ほ

どが受講されました。
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（例えば受傷前のレベル回復を目標）
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「医療機関とのスムーズな連携が、地域医療の質を守る」
 －地域医療連携への取り組みを考える－

手稲渓仁会病院では、かねてから地域での医療連携を推進し

てきました。地域全体の医療の質を守り、さらにそれぞれの

機能強化を図る取り組みについて、地域連携福祉センター長

として医療連携をすすめてきた田中繁道院長を中心に、これ

までの活動や今後の展開などについて考えていきます。

手稲渓仁会病院
院長・
地域連携福祉センター長

田中 繁道

手稲渓仁会病院
リハビリテーション部
部長

青山 誠

手稲渓仁会病院　
地域連携福祉センター
課長

清水 信明

職 員 ダ イ ア ロ グ 社会からの信頼を得るために。わたしたちは何にどう取り組んでいくのか。

医療機関が手を取り合う
連携システムをめざす

地域の患者さまと医療機関に
信頼される中核病院として

田中　今年の11月で地域連携福祉セン

ターが開設してまる2年になります。だ

いぶ時間がかかりましたが、ようやく地

域医療連携のシステムが回り出したと

思っています。

清水　現在は193の医療機関が当院と

提携されています（2009年11月現在）。

地域連携福祉センター経由の紹介数も

着実に増えています。医療機関にも患者

さまにも、地域医療連携が少しずつ理解

されてきました。

田中　私が当院にきた1997年当時は、

すでにベッド数不足が問題となっていま

した。救急医療を受け持つ当院として

は、急性期の機能を強化する必要があ

ると強く感じました。その頃、医療連携

という言葉はまだ一般的ではありませ

んでしたが、近隣の医療機関との協力関

係を築き、互いに補い合いながらやって

いくことが解決策になると考えたので

す。地道に他の医療機関に働きかけを

行いましたが、なかなか理解が進みませ

んでした。そこで2004年に「逆紹介をし

よう!」という院内宣言を出したのです。

当院が積極的に患者さまを紹介すれ

ば、他の病院も信頼してくれるはずだ

と。院内にはとまどいもありましたが、

それをきっかけに、大きく前進しました。

清水　私たちも、他院の先生方と直接

会って、当院の地域医療連携の仕組み

やメリットについてご説明してきまし

た。外部との情報共有もできる限り行う

など、提携医療機関に信頼される運営を

心がけています。

田中　患者さまにとっても、カゼをひい

たときなどは、当院で何時間も待つより

も近くの病院でスピーディな診察を受

けた方がいいはずです。当初は、逆紹介

で他院への転院をすすめると、涙ぐまれ

る患者さまもいらっしゃいました。しか

し、何かあればいつでも引き受けます

よ、という姿勢を示すことでとても安心

されるようです。

青山　転院先から外来通院される方も

います。どのように経過をみていくか

は、患者さまに選択してもらうことで、

スムーズに移行できているように思い

ます。早いタイミングで転院したこと

が、すごく良かった、という評価も多く

いただいています。

田中　地域医療連携を推進するなか

で、非常に大きな役割を果たしているの

が地域連携クリニカルパスです（2 8

ページ参照）。

青山　現在、運用されているクリニカル

パスは、大腿骨近位部骨折地域連携パ

スと脳卒中地域連携パスです。リハビリ

専門の医療機関に、患者さまの回復期リ

ハビリを担当してもらう上で、必要な情

報を急性期病院から回復期病院へ伝え

る情報伝達ツールとして汎用性の高い

パスをつくりました。また、本パスは退

院後の患者様情報を回復期から急性期

へ伝えるツールとしても使われます。

田中　このパスはとてもよくできてい

て、十分な情報が網羅され、どの医療機

関でも使いやすくなっています。脳卒中

地域連携パスは、すでに全道的に広

がっていますし、大腿骨近位部骨折地

域連携パスも今年から運用エリアが広

がる予定です。標準的なパスとして全

道に根付いてほしいと思っています。

青山　患者さまの満足度もかなり高く

なっています。実際、リハビリ専門病院

で、回復期リハビリを行うことによっ

て、機能レベルが向上し、自宅復帰率が

高まるという結果が出ています。リハビ

リに特化した病院ならではの、きめ細か

なケアによるものだと思います。

田中　各病院が機能分化することで、

その病院が得意とする機能は強化され

ます。医師や看護師、コメディカルス

タッフなどスタッフのレベルも上がり

ます。それによってサービスへの満足度

も高くなるのです。

清水　現在は、慢性腎臓病と、PSA検査

後の地域連携パスについても準備が進

んでいます。すでに地域連携パス運用

のノウハウがあるので、スムーズに進む

と期待しています。

青山　病院間の信頼関係がないと、医

療連携は成立しません。今後はかかりつ

け医やケアマネジャーなどを含めて、信

頼関係をつくり上げることが大切です。

その後であれば、連携パスも浸透しやす

いでしょう。

田中　地域医療連携の取り組みは、手

稲渓仁会病院にとっての使命です。地

域の中核病院として、住民と医療機関か

ら信頼されること。そして互いに手を取

り合いながら進んでいくこと。“一緒に

医療をやっていく”という姿勢で、地域

の医療サービスの質を守っていきたい

と考えています。



30

医療法人渓仁会

札幌西円山病院
ステークホルダーの皆さまに支持される
高齢者医療の未来に向かって

　開院30 周年となる当院は、高齢者医療において、常に

全国の先駆けとなる事例に取り組んでまいりました。今

年の11月には「札幌西円山病院」と改称し、歴史の継承

と、新たな時代へ向かう決意を新たにいたしました。

　当院では30 年間変わらぬ理念として、「親切　丁寧　

敬愛」を掲げています。これは、患者さまやご家族、スタッ

フなどすべての人とのコミュニケーションの基本であ

り、当院が30 年続いてきた根幹であると考えています。

　現代の日本は高齢化率が21%を超える、“超”高齢社

会となっています。激変する医療制度のなか、質の高い医

療を実現するには、治療の「根拠」となるエビデンスの確

立が必要と考え、199 0 年代の後半からは科学的な知見

に基づく高齢者医療を実践してまいりました。

　神経内科学を中心とした老年医学、リハビリテーショ

ン医学、老年看護が当院の柱です。この 3 点に磨きをか

けながら、患者さまの生活の質はもちろん、当院を支える

スタッフの人生の質にも目を向け、これからも一歩一歩

誠実な活動を積み重ねていきたいと考えています。

札幌市中央区円山西町4丁目7-25　1011-642-4121 2009年11月名称変更

■稼働病床数 869床

　内　介護療養型医療施設 310床

　　　療養病棟入院基本料 301床

　　　障害者施設等13対1入院基本料 169床

　　　回復期リハビリテーション病棟2 89床

■診療科目

内科

神経内科

リハビリテーション科

循環器内科

歯科

■主な特徴

ISO9001 / 14001認証（審査登録）

日本医療機能評価機構認定病院

プライバシーマーク認定

通所リハビリテーション／訪問リハビリ

テーション併設　など

［沿　革］

1979年 6月 西円山病院開院

1990年  7月 医療福祉サービスセンター

  開設

 12月 患者家族の会設立

2000年 6月 NSTチーム

  （Nutrition support team）立ち上げ

2001年  1月 ISO9001審査登録

2004年 1月 ISO14001審査登録

2007年 3月 日本医療機能評価機構認定

  10月 院内保育所「西円山ピッコロ

  保育園」新築

2009年 11月 札幌西円山病院に改称

DATA

札幌西円山病院院長

峯廻 攻守
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［ わ た し た ち の C S R ］ 札幌西円山病院の取り組み

患 者 さ ま の 喜 び の た め に ［リハビリテーションの充実］

目的 効果的なリハビリテーションの提供 結果 ADL（日常生活活動）の向上、在院日数の短縮

　高齢の患者さまにとって、心身に働きかけ、機能の回復

や維持、低下を防ぐためのリハビリテーションは非常に

大きな意味を持っています。当院では、患者さまの各ス

テージに応じたリハビリ体制を充実させています。

　入院患者さまのリハを回復期、維持期、緩和期に大別

し、それぞれ必要なリハビリを提供。回復期については、

専門医を中心に、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士に

よるチームアプローチを行い、365日体制でリハビリを実

施しています。また維持期は個別リハに加えて、レクリ

エーションワーカー、健康運動指導士、音楽療法士といっ

た専門スタッフによるグループリハを実施。患者さまが

楽しみながらリハビリに参加できる環境づくりを行って

います。

　在宅については、通所リハビリと訪問リハビリをそれ

ぞれ充実させています。チームには言語聴覚士も交え、

在宅でのリハビリ支援を強化してきました。

　適切なリハビリの提供によって、生活機能の向上や早

期回復といった効

果が出ることも実

証されています。

今後も、患者さま

にとって必要なリ

ハビリを追求し続

けていきます。

高 齢 者 医 療 の モ デ ル と し て ［高齢者デイケアの取り組み］

目的 高齢者のための在宅リハビリの充実 結果 利用者のQOLや ADLの向上、在宅での機能低下予防

　当院は、1994年に老人デイケア施設基準の認定を受け

るなど、介護保険制度の導入以前から、積極的に高齢者の

ためのデイケアに取り組んできました。利用者さまが本

当に必要とされるサービスの実現をめざし、他の病院や

施設に先駆けて通所リハビリテーションを実施。退院後

の継続的なケアや、在宅で療養される方の機能維持に向

けたリハビリ、健康管理など、幅広くサポートしています。

　現在、デイケア部に所属するリハビリスタッフは作業

療法士 3名、理学療法士 1名、病棟と兼任の言語聴覚士 1

名の合計 5名。また、専任の看護師が

3名、介護スタッフが 9名おり、互い

に連携しながら、身体リハや趣味的

活動、入浴サービス、集団体操などを

提供しています。その他、口腔機能向

上、栄養マネジメントを歯科衛生士、

管理栄養士と協力して行っていま

す。近年の傾向としては、40 代・50

代の利用者さまも増えているため、それぞれの方の生活

環境を考慮しながら、積極的な回復リハや社会的交流活

動なども取り入れています。

　これからはデイケアの役割がますます重要になると予

想されます。これからも当院のスローガンである「親切　

丁寧　敬愛」の心を大切に、地域の皆さまに信頼されるデ

イケアをめざしていきます。

想されます。これからも当院のスロ ガンである「親切

丁寧　敬愛寧 」の心を大切に、地域の皆さまに信頼されるデ

イケアをめざしていきます。

病棟と兼任の言語聴覚士 1

看護師が

り、互い

や趣味的

操などを

腔機能向

衛生士、

ていま

0 代・50
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目的 廃油のリサイクル利用による環境負荷の低減 結果 CO2 排出量の削減・化石燃料使用量の削減

　環境への配慮も社会的責任における大きな命題と考

え、渓仁会グループ全体で継続的に環境問題に取り組ん

できました。当院ではミックスペーパーや感染性廃棄物

のリサイクルなどのほかに、2008年9月から、地下鉄円

山公園駅と当院間の送迎バスにバイオディーゼル燃料を

使用しています。

　バイオディーゼル燃料とは、主に植物性油脂をディー

ゼルエンジン用に加工した燃料のこと。二酸化炭素の排

出量を減らし、さらにガソリンなどの化石燃料使用を低

減する効果もあります。また、排気ガス独特の臭いや黒煙

も少ないため、生活環境にやさしいクリーンエネルギー

と評価されています。当院では、厨房で使用した天ぷら油

などの植物性廃油を再生業者に回収してもらい、バイオ

ディーゼル燃料にリサイクル。さらに、その燃料を送迎バ

スに使用することで、資源の有効活用や環境への負荷低

減を図っています。

　現在、バイオディーゼルバスは日中に運行している 1

台ですが、1日の走行距離が130kmにもなり、メリットも

出ています。当院ではこれからも環境負荷を低減するた

めの活動に、積極的に取り組んでいく予定です。

［ わ た し た ち の C S R ］ 札幌西円山病院の取り組み

目的 コンサートによる豊かな入院環境づくり 結果 安らぎの演出、患者さまやご家族とのふれあいの場の提供

音 楽 で 心 の 安 ら ぎ を ［月例ロビーコンサート］

広 が る 環 境 へ の 配 慮 ［バイオディーゼルバスの導入］

　当院では2006年 12月から、定期的にロビ

ーコンサートを行っています。入院患者さま

とそのご家族に音楽を楽しんでいただく機会

を提供し、少しでも心豊かな入院生活を送っ

ていただこう、という思いから始まりました。

看護部、リハビリテーション部、サプライサー

ビス課、医療福祉課が連携し、病院全体の取り

組みとして運営しています。

　プログラムは季節に合わせて企画し、クラ

シック演奏や声楽、合唱、ハワイアンなど、毎

回趣向を凝らした内容になっています。ボラ

ンティアの方や病院スタッフ、患者さまのご

家族にも出演していただき、多くの方々に楽しんでいた

だけるよう工夫しています。回を重ねるごとに、来場され

る患者さまや、付き添われるご家族の方が増え、今では当

院の恒例イベントとして定着しました。

　当院は入院患者さまにとって、生活の場でもあります。

コンサートによって、心の安らぎや喜びを感じていただ

くことが入院環境の質向上につながると同時に、ご家族

とふれあう大切な機会にもなっています。これからもご

期待に応えるよう、バラエティ豊かなプログラムを提供

していく予定です。

んでいた

来場され

コンサートによって、心の安らぎや喜びを感じていただ

くことが入院環境の質向上につながると同時に、ご家族

的にロビ

患者さま

だく機会

活を送っ

ました。

ライサー

体の取り

し
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「質の高い高齢者ケアを届けるために」
 札幌西円山病院は、開院当時に制定し
た「親切  丁寧  敬愛」の理念のもと、要

看護・介護老年病患者さまへの医療サ

ービスを行ってきました。30年の歴史を重

ねた高齢者へのケアについて、櫻谷憲彦

副院長を中心に現場を支える若手スタッ

フたちが、現状と将来の展望を語り合い

ます。

札幌西円山病院
看護師

菅野 衣美　

札幌西円山病院
介護福祉士

前田 正浩　

札幌西円山病院
作業療法士

窪田 真理　

職 員 ダ イ ア ロ グ 社会からの信頼を得るために。わたしたちは何にどう取り組んでいくのか。

札幌西円山病院
管理栄養士

安田 真紀　

札幌西円山病院
社会福祉士

涌澤 美佳　

札幌西円山病院
副院長

櫻谷 憲彦　

疾患と折り合いをつけて
予後を楽しく過ごしてもらう。

介護病棟の厳しい現状。
“安心”を提供し続けるために。

櫻谷　札幌西円山病院では、入院患者

の多くを療養の患者さまが占めていま

す。しかも、自分たちの親や祖父母のよ

うな高齢の患者さまがほとんどです。

菅野　高齢の方は抱える疾患がいくつ

もありますから、疾患との付き合い方、

より良い予後を考えることが大切です。

例えば、糖尿病でも厳しいカロリー制

限ではなく、悪化しない範囲で食事を

楽しんでもらいたいなど。

櫻谷　医師や看護師は目の前の病気を

治そうと動き出しますが、介護やリハ

ビリなど、他のスタッフが集合的に見

てくれて、いかに残された日々を快適に

楽しく過ごしていただくかということ

で力を合わせてくれます。

窪田　私たちは、患者さまの生活をよ

り良いものにするため、生活の中で困

っている事に着目し、心身機能や環境

に対するアプローチを行っています。

関われる時間は限られていますが、

個々の思いを捉えられるよう寄り添う

姿勢を大切にしています。

菅野　看護師にも目の行き届かないと

ころはありますので、日常生活の援助

を担う介護福祉士は、日常生活援助の

専門職として大切な存在ですね。

前田　高齢の患者さまは、飲水や食事

などの日常動作にとても時間がかかり

ます。でも、コミュニケーションの機会

や、楽しみを持つのが生活の質という

点では大事だと思います。だから介護

では、個人の趣味ー嗜好に当てる時間

をなるべく多く作ることをめざしてい

ます。

安田　高齢者の栄養状態は、疾患や口

腔問題など、多くの要素が関わってき

ますので、栄養士もカンファレンスに

参加し、他職種と連携して栄養ケアを

考えます。また、毎日病室を訪問して、

患者さまや病棟のスタッフから情報を

集めています。喫食量の減少がみられ

る患者さまでは、問題の原因を探るこ

とで低栄養状態になる前に解決してい

くことが重要になります。

涌澤　私も他職種と連携しながら患者さ

まの生活の質を考えるようにしています。

書道や詩吟などのボランティア活動を紹

介するなど要望に応えることもあります。

　より良い療養生活を送るために患者

さま・ご家族の気持ちに寄り添い信頼

関係を築いていくことが大切と考えて

います。

櫻谷　2012 年に介護療養病棟が廃止

になると、行き場のなくなる方が出てく

るでしょう。医療との関わりが少ない

施設へ移れる人はわずかです。どうな

るか想像ができませんが、できるだけ

診てあげたいという思いがあります。

涌澤　患者さまやご家族と接していて

「病院にいたら安心」という思いを感じ

ます。ただ、これから病院にいられなく

なるかもしれないという不安を持って

いるご家族は多くいます。そうした思い

を受けとめながら今後のことを一緒に

考えていきたいですね。

菅野　入院されている患者さまは、高

齢や重症者のため、自分の意思を伝え

られない方が多いです。そうすると、家

族がどう看取りたいかという思いを聞

くことがより重要になってきます。

窪田　患者さまや病棟スタッフが抱え

ている問題をいち早く解決できるよう、

リハビリスタッフも病棟とのコミュニ

ケーションをより強められるよう専従

体制がとれればと思います。

菅野　看護側としてもリハビリについ

て、いつでも相談できる人がいると心

強いですね。また、看護師が生活まで観

察できることが一番ですが、全体的に

人手が足りないので、介護福祉士と深

くコミュニケーションを取るようにし

て補えればと思っています。

前田　療養が長期になると、患者さま

はずっと同じような環境にいるので、そ

のまま単調な生活リズムができてしま

います。もっと私たちが患者さまの生

活に介入してリズムを変え、生活の質

を高めていきたいですね。

安田　生活の質という点では、食事は

切って離せません。低栄養状態の改善

だけでなく、QOLを改善する栄養ケア

をしていきたいです。そのために、いろ

いろな問題を整理する技術を身につけ

ることが自分の課題だと思っています。

櫻谷　当院のスタッフはどうしたら尊

厳を持って患者さまが人生を終えられ

るだろうかということを大切にして、頑

張っています。今後も気持ちを一つに

して高齢者のケアに取り組んでいきた

いと思っています。
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医療法人渓仁会

定山渓病院 
良質な慢性期医療がなければ
これからの日本の医療は成り立たない

　当院は、長期の入院が必要な方を対象とした療養型の

病院です。患者さまにとって最良の医療環境を築くため、

これまで革新的な取り組みを続けてきました。

　1999 年には「抑制廃止宣言」を行い、職員一丸となっ

て抑制の廃止に取り組んできました。また、ターミナルケ

アについても早くから検討を重ね、職員が認識を共有で

きる体制を確立しました。すべての患者さまへのリハビ

リテーションの実施やNST委員会の設置など、良質な医

療の実現を目標に、さまざまな活動を推進しています。

　ケアの質を支えているのは、常に努力する職員の高い

意識です。患者さまとのかかわりに喜びを感じ、当院で働

くことを誇りに思える環境づくりも重視しています。

　近年は、医療の性質を広くとらえる狙いから、慢性期医

療という表現が浸透してきています。私たちのミッショ

ンは、この慢性期医療において日本で有数の病院をめざ

すこと。職員が持つ仕事への情熱と確かなチーム力を糧

に、病院としての力を高めることで、やがて医療全体の質

を上げることにも貢献したいと考えています。

定山渓病院院長

中川 翼

札幌市南区定山渓温泉西3丁目71　1011-598-3323

■稼働病床数 386床

　内　医療療養病棟 292床

　　　特殊疾患病棟1（一般病床） 94床

■診療科目

内科

神経内科

リハビリテーション科

歯科

■主な特徴

ISO9001 / 14001認証（審査登録）

日本医療機能評価機構認定病院

プライバシーマーク認定

通所リハビリテーション／

介護予防センター併設　など

［沿　革］

1981年 5月 定山渓病院開院

1996年 10月 新棟完成

1998年 11月 日本医療機能評価機構認定

1999年 7月 抑制廃止宣言

2001年 1月 ISO9001審査登録

2004年 1月 ISO14001審査登録

2006年 10月 新新棟完成

DATA
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［ わ た し た ち の C S R ］ 定山渓病院の取り組み

人 権 を 尊 重 し た 思 い や り の あ る ケ アを ［抑制廃止宣言］

目的 院内の身体拘束をゼロに 結果 18カ月でゼロにすることができ、患者さまの生活の質と医療サービスを向上

　長期療養される患者さまのなかには、院内を徘徊され

たり、点滴の管や医療チューブを抜いてしまう方もいま

す。かつての医療現場では、そうした行動を制限するため

に、患者さまの手をひもでしばったり、柵でベッドを囲う

といった行為が行われていました。

　当院では、1999年7月にこうした「抑制」と呼ばれる行為

を全面的に廃止する「抑制廃止宣言」を行いました。患者

さまの人としての誇りを尊重した、思いやりのあるケア

の実現をめざし、病院全体で運動に取り組んだ結果、院内

の抑制を18カ月でゼロにすることができました。たとえ

言葉であっても患者さまの人権をないがしろにする行為

はあってはいけない、という理念のもと、抑制を伴わない

安全なケアを実現した活動は、先駆的な事例として全国

から注目を集めました。

　この取り組みを広げるために、「北海道抑制廃止研究

会」の事務局として研究会の開催などを行い、抑制に関す

る相談窓口としての活動を担っています。また院長、看護

部長は、NPO法人「全国抑制廃止研究会」の副理事長・理

事として、「北海道身体拘束ゼロ作戦推進会議」では座長・

委員として活動に加わっています。

終 末 期 の あ り 方 を 見 つ め て ［終末期医療の取り組み］

目的 望ましい終末期医療のあり方を検討 結果 独自の同意書による定山渓病院方式の取り組み

　当院のような療養型の病院で亡くなられる方は、2000

年の介護保険導入以降も増える傾向にあります。特に70

歳以上の高齢者の場合、療養病床で亡くなる方の割合が

一般病院での数を大きく超えています。こうした実状か

ら、当院では終末期医療（ターミナルケア）のあり方につ

いて病院全体で検討を重ね、望ましい医療の提供に努め

てきました。

　1997年4月から 1999年3月にかけて、医師と看護師の

役職者による「ターミナルケア検討会」を実施。終末期を

迎えられた方への対応や、亡くなった方への終末期医療

（ケア）に関する事例などを話し合う場を持ち、医

師と看護師が情報を共有しながら終末期医療に取

り組む体制を築きました。現在は、各病棟で「ター

ミナルケアカンファレンス」を行い、治療やケアに

かかわる全職種が参加して、患者さま本人やご家

族が望まれる終末期医療を提供できるようにして

います。また、患者さまが亡くなって 2週間以内に

「死亡後カンファレンス」を実施し、提供された終

末期医療について反省や評価を行っています。

　患者さまが少しでも安らかな時を過ごし、ご家

族にも安心していただけるように、終末期医療へ

の取り組みはこれからも続きます。
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目的 チームアプローチによる栄養管理 結果 患者さまの栄養状態と身体状況の改善

　当院の入院患者さまの多くが長期療養を必要とし、平

均年齢も高齢になっています。そうした患者さまの栄養

状態や栄養摂取状況を把握し、適切な栄養管理サポート

を行うのがNST（Nutr it ion Suppor t  T eam）です。専門職

種が連携して対策を図ることにより、低栄養の改善とい

った効果をあげています。

　当院では、2004年にNST 委員会を立ち上げました。医

師、看護師、管理栄養士、言語聴覚士、薬剤師、MSW によ

って構成され、すべての患者さまの身体状況に合わせた

食事形態の検討を行っています。ま

ず患者さまが入院された時点で、そ

の方の栄養ケアに関する方針を検討

し、食の提供方法も含めて的確な栄

養管理を実施。その後、必ず半年に 1

回はプランの見直しを行い、栄養状

態や体調の変化があれば、栄養管理

の方針を再検討します。

　NST 委員会は毎月1回開催され、職種同士の報告や事

例検討が行われるほか、全職員を対象にした勉強会の実

施など、院内での啓発活動にも取り組んでいます。2008年

には日本静脈経腸栄養学会の「NST稼働施設」として認定

されました。NST の

有効性をより高める

ために、院内の連携

強化をめざしていま

す。

［ わ た し た ち の C S R ］ 定山渓病院の取り組み

目的 医療や福祉についての啓発活動 結果 定山渓中学校との継続的な交流、地域の人々との連携推進

地 域 と の 温 か な 交 流 ［病院体験学習の受け入れ］

チ ー ム に よ る 栄 養 管 理 サ ポ ー ト ［NS T委員会の活動］

　当院では長年にわたり、近くにある札幌市立定山渓中

学校とのふれあい交流を続けてきました。2000年からは

病院関連職業体験の受け入れを始め、毎年、全学年の生徒

さんが院内での体験学習に参加しています。

　体験学習の前には当院の職員が定山渓中学校を訪問

し、病院全体の説明や各職種の業務内容などを紹介。医療

や福祉の世界をイメージしてもらった上で、体験学習を

実施します。内容は、院内見学やボランティア活動の手伝

い、食事介助などの病棟体験、リハビリテーション訓練体

験など。職員が講師となって指導を行い、入院患者さまの

協力をいただきながら、医療の現場を実際に体験しても

らいます。お孫さんにあたる年代の生徒さんとのふれあ

いは、患者さまにとって喜びでもあり、大切な交流の場に

なっています。

　地域の人々との温かな

交流は、「定山渓病院病院

祭」や「盆踊り大会」などで

も行われています。さまざ

まなふれあい体験をとお

して、医療や福祉に対して

関心を持ってもらうこと

も、地域に根ざした病院と

しての役割です。

　これからも地域と連携

しながら、交流事業を推進

していきます。
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「心通い合うリハビリテーション訓練の提供をめざして」
 　
定山渓病院では患者さまの人権、尊厳、

個別性を重んじたケアを心掛けています。

特にリハビリテーションについては、1996

年頃からはすべての患者さまへの提供をめ

ざし、実現しています。単なる訓練としての

リハビリテーションではなく、リハビリテーシ

ョンによって患者さまの療養生活をいかに

向上させることができるのか、現場で支える

スタッフたちがこれからの課題を探ります。

定山渓病院
理学療法士

河野 伸吾　

定山渓病院
作業療法士

後藤 正寛

定山渓病院
医療ソーシャルワーカー

金山 晶子

職 員 ダ イ ア ロ グ 社会からの信頼を得るために。わたしたちは何にどう取り組んでいくのか。

患者さまの心を見つめ、
楽しくできるリハビリを。

よりよいケアを提供するため、
現状のレベルに満足はしない。

河野　定山渓病院には、高齢の患者さま

が多く入院しています。高齢の方にとって

は、理学療法で行う基本動作訓練でも負

荷量が大きいので、リスクを考えつつ、高

い効果が得られるギリギリの所を見極める

ことが求められます。

後藤　日常生活の動作をどのように行っ

ていくのか考えていくことが私たちの作業

療法です。どこまでの動作ができるかを患

者さまと一緒に探していくというほうが近い

かもしれません。病棟や他の職種と協力し

ながら介助方法などを決めていきます。

印牧　言語聴覚療法では、同じくらいの

重症度の患者さま5～8名で行う「集団コ

ミュニケーション療法」があります。1対1の

訓練だけでは、思ったことをなかなか伝えら

れずストレスを感じることもあるようですが、

他の患者さまと一緒だと、皆さんの頑張る

姿が刺激となり、身振りでも伝えたいという

気持ちが芽生えます。また、当院の特徴と

して、大部屋で訓練することで、担当以外

のスタッフや他の患者さま達と、挨拶が活

発に交わされて大切な交流の場となって

おります。

河野　当院では、リハビリテーション部を

中心に、シーティングクリニックという独自

の取り組みをしています。車いすが身体に

合わないと、起き上がることができず寝たき

りになる可能性があります。身体の状態に

あった車いすを提供できるかどうかが、ベッ

ドから離れられるかどうかの一つのキーポイ

ントになってきます。

金山　入院相談時、当院の特徴的な取り

組みを含め、リハビリテーションなどについ

てご家族や患者さまへ説明するのが私の

仕事です。また、入院後も患者さまがどの

ようなリハビリテーションを行っているか担

当のスタッフと情報交換し、ご家族の不安

を取り除くことも私たちの重要な役割で

す。

後藤　長期の入院でストレスを抱える患

者さまの気分転換を兼ねて、ご家族へプレ

ゼントする作品を作ることもあります。人の

ために何かすることで、生き生きとした表情

が見られるので、積極的にご家族や他の

人との関わりを取れるように考えています。

河野　理学療法でも、患者さまは運動す

る楽しみのほかに、訓練室に来て人に会う

楽しみを感じているようです。かなり高齢に

なると機能維持が目的となりがちですが、

高齢の方でも能力が伸びる方もいます。

患者さまお１人おひとりの可能性を見極

め、コミュニケーションを取りながら、ご本人

の希望を取り入れ、リハビリテーションを楽

しくできることを大事にしています。

金山　私たちは患者さまに接する時間が

決められていない分、なるべく病棟に上が

って患者さまの要望などを確認していま

す。『リハビリテーションの回数が少ない』

と不安を感じていた方もあり、言葉にしない

部分も感じ取れるように注意しますね。直

接リハビリテーションに関わっていなくて

も、スタッフ全員、チームで患者さまを支え

る体制を作っています。

後藤　今、私が課題だと感じるのは、患者

さまに接する時間が限られるので、病棟で

の生活を十分に見ていないところです。病

棟で、生活場面に密着した関わりをできれ

ばと思います。

河野　私の希望としては、もっと福祉用具

を入院生活に取り入れたいと思っていま

す。例えば車いすの工夫や、リフトなどを使

えば、より安全に効率的に介助できるよう

になると思います。

印牧　言語聴覚士は全体的に経験年数

が浅く、後輩をどう教育するのかが課題で

す。ただ、当科の今年度の研究から、経験

年数に関わらず訓練や関わりについて、同

じ様なことで困っていたことがわかりまし

た。もう少しディスカッションをすれば、前例

がわかって、その事をスタッフ間で共有でき

れば今まで以上に前向きに問題に取り組

め、質の高いリハビリテーション、患者さま

の満足度につながると思います。

河野　理学療法科も1・2年目のスタッフ

が多く、その教育が課題です。それでも新

人期間は手厚い教育体制で、その期間中

に、自分でやりたい業務を見つけることが

できる環境を作りたいですね。（他のスタッ

フ全員での目配りが必要なので大変では

ありますが。）また、シーティングクリニックの

取り組みは全国でも数少ないので、もっと

病院外に広めたいし、逆に他の病院など

で研修したことも、臨床の場に取り込んで、

貪欲に向上していきたいです。それをみん

なが同じレベルでできれば、よりよいリハビ

リテーションを提供できます。

金山　相談業務を通じて、ご家族とリハビ

リテーションスタッフとの調整役であること、

また、シーティングクリニックや終末期にお

けるリハビリテーションの関わりなど当院の

リハビリテーションを中心とした特徴ある取

り組みをお伝えできる存在でありたいです。

後藤　最近は終末期の方が増えていま

す。リハビリテーションの立場でも関わり方

の難しさを感じますが、その人らしい生活を

大切にして、最後によかったと言ってもらえ

ることをめざしたいですね。

定山渓病院
言語聴覚士
かねまき

印牧 志穂
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医療法人渓仁会

渓仁会円山クリニック
より確実な健診と指導をとおして
北海道の保健に貢献するために

　当クリニックは、病気の早期発見と予防を目的とした

健診事業、およびその結果に基づく生活習慣改善指導を

中心に、地域の健康を守るための活動を展開してきまし

た。各種人間ドックや企業と提携した職場健診、地方自治

体の委託による介護予防事業など、札幌市にとどまらず、

社会情勢に応じたサービスを提供しています。

　200 8 年 4 月に特定健診と特定保健指導が義務づけら

れたことによって、「病気を防ぐ生活」という観点が重視

されるようになりました。私どもでは検査・診断の精度

向上だけでなく、その後の継続的な指導やアドバイスと

いったフォローにも力を入れています。また、講演や広報

誌の制作など、啓発活動にも力を入れています。

　来年度は、ゆとりある環境づくりと検査の効率化を図

る予定です。検査システムの見直しなども行い、受診さ

れる方とスタッフ双方が満足できる体制をめざしていま

す。他の医療機関や施設とのネットワークづくりなどを

含め、多くの皆さまから信頼されるサービスを構築して

いきたいと思っています。

札幌市中央区大通西26丁目3-16　1011-611-7766

■健診事業（施設健診・巡回健診）

〈健康診断〉

人間ドック、生活習慣病健診、特定健診

〈オプション検査〉

CT、胃内視鏡、頸動脈エコー、内臓脂肪、乳

がん、子宮がん、脳ドック、PET 検査　など

〈健康相談〉

保健相談、栄養相談

〈保険診療〉

生活習慣病外来、再検査

■主な特徴

ISO9001 / 14001認証（審査登録）

プライバシーマーク認定　など

［沿　革］

1990年 1月 渓仁会円山クリニック開設

2001年 2月 ISO9001審査登録

2004年 1月 ISO14001審査登録

DATA

渓仁会円山クリニック院長

道家 充
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［ わ た し た ち の C S R ］ 渓仁会円山クリニックの取り組み

生 活 習 慣 病 の 予 防 を サ ポ ー ト ［特定健診・特定保健指導］

目的 生活習慣病リスクの定期的なチェック 結果 生活習慣の改善、病気予防

　当クリニックは開設時より、病気の早期発見や健康管

理に主眼を置いた健診事業や、生活習慣病などの予防に

取り組んできました。2008年4月から、特定健診・特定

保健指導が始まったことで、当クリニックではこれまで

積み重ねてきた検査や指導のノウハウを生かし、さまざ

まなサポートを行っています。

　特定健診は 40 歳～74 歳の方を対象に、糖尿病や高血

圧症といった生活習慣病のリスクチェックのために、年

に 1 回実施されます。この健診で生活習慣の改善の必要

性があると判断された場合に行われるのが特定保健指導

です。病気を引き起こす要因を要注意段階で改善するの

が狙いのため、メタボリックシンドロームの予防と具体

的な保健指導に重点が置かれています。

　当クリニックでは、医師のほかに、保健指導や栄養指導

などを担当する専任のスタッフが、一人ひとりに合わせ

た生活習慣改善のためのプログラムを作成し、継続的に

支援。食習慣や運動習慣改善を中心に、面談やメールで

の指導などを行います。また、併設施設での運動プログ

ラムの提供や、手稲渓仁会病院との提携など、病気を未然

に防ぐためのサポートシステムが整っています。

皆 さ ま の 健 康 を 守 る た め に ［検査体制の充実］

目的 より質の高い検査体制の確保 結果 受診者の満足度向上

　当クリニックは、健診事業に特化した医療機関として、

最新の検査体制の整備に努めています。提供している検

査としては、人間ドックや企業健診、札幌市民健診のほか

に、器官や部位ごとのオプション検査、企業や地域に出向

いて健診を行うなど、日常の健康管理から、病気の早期発

見まで、受診される方の要望に沿った、幅広い検査項目を

用意しています。

　また、どの検査においても高い質の確保をめざしてい

ます。最新の検査設備の導入だけでなく、常にスタッフの

技術や知識のレベルアップを図り、検査精度を向上させ

ています。また、社会的ニーズなどを踏まえ、検査項目の

定期的な見直しなどを実施。男女それぞれの必要検査項

目に応じた「メンズドック」や「レディースドック」を設け

るなど、検査体制を充実させています。

　検査時の待ち時間の短縮や迅速な結果報告、過去の検

査データに基づく検査内容のアドバイス、受診後のフォ

ローの実施など、受診者に満足していただけるサービス

体制にも留意してい

ます。今後は、ハー

ド・ソフト両面をさ

らに充実させる予定

です。
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目的 指導や相談による健康意識の増進 結果 自発的な健診受診の増加、病気予防に向けた生活改善

　近年は、健康づくりへの関心が高まる傾向にあり、食習

慣や生活環境を改善しようという人が増えています。当

クリニックは早期から、保健師や管理栄養士による保健・

栄養相談、地域での保健指導、企業と提携したアドバイス

事業など、健康な生活環境づくりに向けた活動にも取り

組んできました。

　現代の医療では「病気をいかに未然に防ぐか」が

一つのテーマになっています。そのためにも、生活

習慣の改善や定期的な健診によるチェックが不可

欠です。当クリニックは地域での講習会や教室、運

動指導などによって、幅広い年代の人たちが日常

的に取り組める健康づくりを推進しています。

　また、健康に対する意識啓発にも取り組んでい

ます。外部での各種講習会や指導に加えて、2004年

より院内広報誌『えん』を発行し、生活習慣の改善

方法や健康づくりの話題などを掲載。さらにポス

ターやパンフレットなどのツールによって、健診

の必要性や健康づくりの大切さを訴求しています。

　より多くの方々に健康な生活への関心を持ってもらえ

るように、これからも指導や啓発活動を継続していきま

す。

［ わ た し た ち の C S R ］ 渓仁会円山クリニックの取り組み

目的 エネルギー資源の転換による環境負荷の低減 結果 CO2 排出量の大幅な削減

エ ネ ル ギ ー 転 換 に よ る エ コ 効 果 ［環境保全の取り組み］

健 康 づ く り を よ り 身 近 な も の に ［各種啓発活動］

　2004年に渓仁会グループ全体で環境マネジメントシス

テムであるISO14001の登録認証を行ったことをうけ、当

クリニックでもCO2の排出削減や環境への影響を低減す

る取り組みを行ってきました。なかでも大きな効果をあ

げたのが、エネルギー資源の転換でした。

　当クリニックでは2006年から、冷暖房設備に使用する

エネルギーを重油から天然ガス（都市ガス）へと転換を進

め、2007年度に完全転換しました。天然ガスは重油よりも

二酸化炭素排出係数が低く、環境にやさしいエネルギー

とされています。また、道内のガス田で採掘されるクリー

ンなエネルギーとしても注目を集めています。この天然

ガスへの転換によって、前年対比でグループ全体のCO2

排出量を大幅に削減することができました。

　こうした大型省エネ設備の導入以外にも、水道使用量

の削減や環境に配慮した事務用品の購入、車両燃料の使

用量削減など、環境保全活動を継続的に行っています。当

クリニックの全職員が環境保全への高い意識を共有し、

業務内容の見直しや改善などによって、環境負荷の低減

が実現できるように、組織内での啓発活動にも取り組ん

でいます。
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「渓仁会円山クリニックの“ これから ”」
　

病気の早期発見・予防に努める健診施

設である渓仁会円山クリニックは、2010

年で開設20周年を迎えます。施設改修

にあたり、ディズニーランドの精神から学

び取ろうと、頭文字を取って名付けたDL

プロジェクトを立ち上げました。プロジェク

トリーダーとして改革を推進する塙なぎさ

副院長を中心に、将来の展望を話し合い

ました。

職 員 ダ イ ア ロ グ 社会からの信頼を得るために。わたしたちは何にどう取り組んでいくのか。

「また来たい」と思われる健診を。
夢の国に学ぶプロジェクト開始

単なる検査に終わらせず、
心が通い合うサービスをめざす。

塙　DLプロジェクトはお客さま主体で

物事を考え、「またここで健診を受けた

い」と思ってもらえる健診を行おうとい

う気持ちから始まりました。健診を受け

たお客さまが納得できること、気持ちよ

い時間を過ごせること、それはディズニ

ーランドに学ぶものがあると思い名付

けました。具体的には6 つの委員会を

設け、全職員が関わる形にしています。

山谷　今回設置した委員会は、「人財

育成」「アメニティ向上」「IT化推進」

「広報活動」「外来運営」「施設管理」

の6 つの委員会です。

塙　各委員会は、トップダウンではなく

職員全員でアイデアを出して、それを

実現していこうというもの。委員会を掛

け持ちしている人もいますし、つながり

を持った活動ができていると思います

よ。

工藤　私は施設管理と外来運営の委

員を兼務しています。開設から2 0 年経

って、設備は随時変えてきてはいます

が、当然お客さまのニーズも変わります

のでそれに応える施設づくりが必要で

す。例えば検査に時間がかかるのは何

よりの負担ですから、お客さまの動線を

考えたり、検査室のレイアウトを変えた

りすることも必要です。

塙　外来については、「生活習慣病外

来」を設けて、検査を受けた方が指導

にも来るような、“線”としてつなげた

いと考えています。

木村　健診で正常値から外れた人が、

病気にならないようにご自身で生活改

善する、生活を見直す、そのフォローが

私たち保健師の仕事です。健康に危

機感を感じるタイミングは人それぞれで

すが、外来で折に触れ言い続けられれ

ば、気付いていただくチャンスを増やす

ことができます。

塙　健診の結果は数値で出ます。で

も、プロが見ればその人の生活が見え

ます。単に紙で数値だけを渡すのか、

それとも改善点を指摘するのか。せっ

かく健診を受けていただくのだから、生

活習慣を変えるチャンスですよね。ただ

し、当クリニックで健診を受ける人は年

間3 0 ,0 0 0 人、膨大なデータが蓄積し

ます。的確に指導するには、相当 ITの

能力がないと外来が機能しません。

山谷　そうですね。外来がしっかりと機

能するためには顧客・患者情報の管

理が大切です。健診の情報を連動させ

ることで、治療につないだり、精密検

査が必要なときにスムーズに予約でき

るようにもできます。また、他の医療機

関と情報共有することで、次回の健診

や指導に活かせるメリットも出てきま

す。

塙　私たちの仕事は単純な医療・健

診のサービスではなく、お客さまの生

活・仕事・家庭を第一にした、生き方

を尊重するアドバイスでなければいけま

せん。

木村　年 1 回の健診で、お客さまに

「また来たい」と思っていただくには感

動していただくことが必要で、その感動

は人とのつながりから生まれます。です

から、良いサービスを提供するには職

員がきちんと成長していかなければなり

ません。 “人財”、良い人材を育てるた

めにも、私達自身がここの職員でよか

ったと思える風土づくりが大事だと思っ

ています。

山谷　職員がやりがいを持って働くこ

とが、良い仕事となってお客さまへのサ

ービスの向上につながります。私の部

署は経営管理部ですが、すべての職

員が働きやすい環境をつくる “環境調

整部”だと思っています。

工藤　技師にとって、良いサービスと

はスキルアップと時間短縮です。しかし

そのためにハードを整えても、お客さま

は機械の新旧ではなく、検査員の言動

や態度を見ています。スキルとは技・

知識だけでなく、人格面が大切です。

その指導は委員会だけでなく、科の中

でも必要だと思っています。

塙　お客さまのご要望はそれぞれ違う

ので、相手が何を考え、何を望むか、

心を読み取ることが必要です。それは

人間としての関係を築くということ。そう

いう“血の通った指導”ができる施設

でありたいですね。また、健診に来る方

だけでなく、病気になるまで健康への

アドバイスを受ける機会がない人は地

域にたくさんいます。皆さんが「自分の

健康はどうなのか」ということを知りた

がっています。一般的な知識だけでな

く、そういうひとりひとりの問いにも答え

ていく、地域への啓蒙も私たちの大切

な仕事だと思います。まだまだこれから

やらなければならないことはいっぱいで

すね。

渓仁会円山クリニック
経営管理部 次長

山谷 明弘　

渓仁会円山クリニック
放射線科 主任

工藤 憲一　

渓仁会円山クリニック
保健事業部 課長

木村 礼子　

渓仁会円山クリニック
副院長

塙 なぎさ　
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社会福祉法人渓仁会
高齢者福祉の向上と地域との信頼関係の構築
渓仁会グループとしての社会的責任を担う

　当社会福祉法人は、2 0 0 9 年4月1日に法人名を設立時

からの「南静会」から「渓仁会」に変更し、新たなスタート

を切りました。これは、社会福祉法人も渓仁会グループの

一組織であることを社会に対して明確に示すと同時に、

職員にも渓仁会グループで働くことの誇りと責任を持っ

てほしい、という強い思いから実現したものです。

　当社会福祉法人では設立以来、同グループである札幌

西円山病院などとの連携関係を生かし、高齢者福祉に特

化した福祉事業を展開してきました。福祉制度の施行や

改正に合わせ新しい事業に取り組むなど、北海道におけ

る高齢者福祉の牽引役としての役割も果たしています。

　2年後、当社会福祉法人は設立3 0周年を迎えます。そ

の支えとなったのは地域との信頼関係でした。これからも

皆さまの期待に応えるため、職員一人ひとりが豊かなキ

ャリア形成を図り、質の高いサービスを創出できる組織

風土づくりに取り組んでいく所存です。そして、社会ニー

ズに添いつつ経営基盤の強化をめざし、福祉に携わるも

のとしての使命を果たしていきたいと考えています。

高齢者福祉の向上と地域との信頼関係の構築
渓仁会グループとしての社会的責任を担う

　当社会福祉法人は、2 0 0 9 年4月1日に法人名を設立時

からの「南静会」から「渓仁会」に変更し、新たなスタート

を切りました。これは、社会福祉法人も渓仁会グループの

一組織であることを社会に対して明確に示すと同時に、

職員にも渓仁会グループで働くことの誇りと責任を持っ

てほしい、という強い思いから実現したものです。

　当社会福祉法人では設立以来、同グループである札幌

西円山病院などとの連携関係を生かし、高齢者福祉に特

化した福祉事業を展開してきました。福祉制度の施行や

改正に合わせ新しい事業に取り組むなど、北海道におけ

る高齢者福祉の牽引役としての役割も果たしています。

　2年後、当社会福祉法人は設立3 0周年を迎えます。そ

の支えとなったのは地域との信頼関係でした。これからも

皆さまの期待に応えるため、職員一人ひとりが豊かなキ

ャリア形成を図り、質の高いサービスを創出できる組織

風土づくりに取り組んでいく所存です。そして、社会ニー

ズに添いつつ経営基盤の強化をめざし、福祉に携わるも

のとしての使命を果たしていきたいと考えています。

　

■主な施設と事業

●介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

西円山敬樹園

札幌市中央区円山西町4丁目3-20

x011 -631 -1021

●地域密着型介護老人福祉施設

菊水こまちの郷

札幌市白石区菊水上町4条3丁目94-64

x011 -811 -8110

●介護老人保健施設

コミュニティホーム白石

札幌市白石区本郷通3丁目南1-35

x011 -864 -5321

コミュニティホーム八雲

二海郡八雲町栄町13-1

x0137 -65 -2000

コミュニティホーム美唄

美唄市東5条南7丁目5-1

x0126 -66 -2001

コミュニティホーム岩内

岩内郡岩内町字野束69-26

x0135 -62 -3800

●軽費老人ホーム（ケアハウス）

カームヒル西円山

札幌市中央区円山西町4丁目3-21

x011 -640 -5500

●その他

認知症対応型共同生活介護（グループホー

ム）・地域包括支援センター・介護予防セン

ター・通所介護（デイサービス）・指定居宅介

護支援事業所・訪問看護ステーション・訪問

介護（ホームヘルパーステーション）    など

［沿　革］ ※主な施設の開設状況と法人の動き

1981年 12月 「社会福祉法人南静会」設立

1982年 4月 特別養護老人ホーム

  「西円山敬樹園」開所

1989年 4月 老人保健施設「コミュニティ

  ホーム白石」開所

1996年 4月 ケアハウス「カームヒル西円

  山」開所

1998年 4月 老人保健施設「コミュニティ

  ホーム八雲」開所

2000年 4月 介護老人保健施設「コミュニ

  ティホーム美唄」開所

2001年 1月 各施設ISO9001審査登録

  開始

2004年 1月 ISO14001審査登録

  （法人全体）

2006年 6月 プライバシーマーク取得

2007年 4月 介護老人保健施設「コミュニ

  ティホーム岩内」開所

2000年 7月 地域密着型介護老人福祉施設

  「菊水こまちの郷」開所

2009年 4月 法人名変更「社会福祉法人

  渓仁会」

DATA

社会福祉法人渓仁会理事長

谷内 好
社会福祉法人渓仁会理事長

谷内 好

2009年4月名称変更
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［ わ た し た ち の C S R ］ 社会福祉法人渓仁会の取り組み

地 域 の 福 祉 を 支 え て い く た め に ［高齢者福祉サービスの拡充］

目的 高齢者福祉施設の運営による地域福祉への貢献 結果 高齢者福祉の空洞化防止、地域福祉の充実

　社会の高齢化が急速に進むなか、高齢者の福祉の拡充

が急務とされています。特に高齢化率の高い北海道では、

医療や福祉サービスを必要とする方がいても、施設不足

などから満足なケアが受けられない、という地域もあり

ます。社会福祉法人渓仁会では、そうした地方からの要請

に応え、地域に密着した福祉施設の運営にも取り組んで

きました。

　地方で最初に運営に取り組んだのが、1998年 4 月開設

の介護老人保健施設

「コミュニティホー

ム八雲」でした。住み

慣れた地域で暮らし

ながら、家庭生活へ

の復帰をお手伝いす

る施設として、八雲町やその周辺部の皆さまにご利用い

ただいています。続いて2000 年には美唄市に「コミュニ

ティホーム美唄」、2007年には岩内町に「コミュニティホ

ーム岩内」を開設。それぞれ入所機能に加えて、デイケア

やショートステイも提供しています。

　こうした施設は、地域における高齢者福祉の拠点とし

ての役割も担っています。地方においても質の高い福祉

サービスを実現できるように、ご利用者さまやそのご家

族、地域の人々と手を取り合いながら、地域特性も考慮し

たケアの実現をめざしています。

ご 利 用 者 さ ま の 笑 顔 と と も に ［先進的な福祉サービスへの取り組み］

目的 充実した福祉サービスの提供 結果 ご利用者さまやご家族の満足度向上、生活状況の改善

　社会福祉法人渓仁会では、ご利用者さまに喜ばれ、満足

していただける福祉サービスのあり方を追求してきまし

た。新しい施設の開設や設備の導入、工夫をこらしたイベ

ントやリハビリ活動など、常にご利用者さまにとってプ

ラスになるサービスを考え、提供しています。そうした取

り組み例の一つが、2007年 7 月に開設した「菊水こまち

の郷」です。

　「菊水こまちの郷」は、2006年の介護保険制度の改正に

より始まった地域密着型サービスに基づく施設として、

札幌市で初めて開設されました。入居定員29名の地域密

着型介護老人福祉施設と、「通い」を中心に「宿泊」や「訪

問」などのサービスを必要に応じて提供する小規模多機

能型居宅介護の機能を併せ持つ、新しい施設として注目

を集めました。

　介護予防のための「パワーリハビリ」の導入や、懐かし

い生活用品を使った「回想法的リハビリ」の実施など、ご

利用者さまのニーズや効果を見据えながら、新しいサー

ビスの提供も行っ

ています。人間性

あふれる温かな福

祉サービスを目標

に、組織全体でこう

した活動に取り組

んでいます。



44

目的 貯蔵した雪を夏期の施設内冷房に利用 結果 CO2 排出量、電気消費量などの削減

　美唄市で初めての介護老人保健施設とし

て 2000年 4 月からサービスを開始した「コ

ミュニティホーム美唄」では、雪氷冷熱エネ

ルギーを活用した「雪冷房システム」を導入

しています。美唄市は積雪が多く、街づくり

事業の一環として冬期間に降り積もった雪

を貯蔵して活用する「利雪」事業に取り組ん

でいました。「コミュニティホーム美唄」で

も、開設時からこのシステムを取り入れ、環

境に配慮した施設運営を行っています。

　「コミュニティホーム美唄」は、約300ト

ンの雪を冬期間に建物内の貯雪庫に貯蔵

し、暑さが厳しくなる 7月中旬から 8月中旬にかけて、雪

の冷熱エネルギーを雪冷房として利用。通所者デイルー

ム、機能訓練室、事務室などに冷風を送り、快適な環境づ

くりを図っています。このシステムによって、CO2の排出

量を大幅に低減できるほか、電気代や冬期の排雪費用の

削減にも役立っています。

　この取り組みは、「平成14年度第 7回新エネ大賞」新エ

ネルギー財団会長賞を受賞するなど、高い評価を受けま

した。クリーンエネルギーである雪を活用した、人と環境

にやさしい施設として高い関心が寄せられています。

［ わ た し た ち の C S R ］ 社会福祉法人渓仁会の取り組み

目的 ご利用者さまやご家族からのご意見の把握 結果 福祉サービスの改善

皆 さ ま の 声 に 耳 を 傾 け て ［アンケートの実施］

自 然 エ ネ ル ギ ー の 有 効 活 用 ［コミュニティホーム美唄の雪冷房システム］

けて、雪

デイルー

な環境づ

2の排出

雪費用の

削減にも役立っています。

　この取り組みは、「平成14年度第 7回新エネ大賞」新エ

ネルギー財団会長賞を受賞するなど、高い評価を受けま

した。クリーンエネルギーである雪を活用した、人と環境

にやさしい施設として高い関心が寄せられています。

　各施設・事業所では、ご利用者さまやご家族からのご

意見を把握するために、定期的にアンケートによる満足

度調査を行っています。内容は、施設でのサービスや職員

の対応についての評価、苦情や相談に関する質問、総合的

な評価など。自由回答のご意見欄も設け、率直なご意見

やご感想、ご要望などをお寄せいただけるようにしてい

ます。

　調査の結果は、提供するサービスや環境の見直し、職員

の意識改善などに役立てています。また、結果を皆さまに

公表し、課題や今後の

取り組みを明らかに

することで、信頼され

る組織づくりに努め

ています。

　アンケート調査以

外にも、随時皆さまか

らのご意見やご質問

をお寄せいただくための投書箱を設置しています。いた

だいたご意見は定期的に協議・検討を行い、具体的な対

策を講じるなど、業務改善につなげています。

　皆さまからのご意見は、たいへん貴重なものとして、全

職員が真摯に受けとめています。渓仁会グループが掲げ

る「安心と満足の提供」という事業理念を実現するため

に、これからも多くの方々のご意見に耳を傾け、喜ばれる

サービスの提供に努めていきます。
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「未来へと続く、高齢者福祉をめざして」
 －地域社会に貢献する福祉法人として－

超高齢社会の日本において、高齢者福祉

は重要課題の一つとされています。社会

福祉法人渓仁会は、1982年の西円山敬樹

園開所以来、特に高齢者福祉において幅

広いサービス展開を行ってきました。機

能の異なる 4 つの施設の職員が、それぞ

れの取り組みについて、課題や展望を交

えて話し合います。

介護老人福祉施設
西円山敬樹園
施設ケア部生活支援課
統括主任

田村 みか

介護老人保健施設
コミュニティホーム白石
副主任

佐々木 貴紀

あおばデイサービス
センター
主任

佐藤 貴久

職 員 ダ イ ア ロ グ 社会からの信頼を得るために。わたしたちは何にどう取り組んでいくのか。

小規模多機能型居宅介護
菊水こまちの郷
主任

池端 宏介

時代とニーズに添った
高齢者福祉のあり方。

地域の福祉のために
私たちがめざすこと。

田村　西円山敬樹園は、日常生活に介助

が必要な方がご利用される、いわゆる特別

養護老人ホームです。隣接する札幌西円

山病院との連携ができているため、安心さ

れるご家族が多いようです。また、私たち

職員にとっても、医療との連携は心強く、

安心してケアを提供できます。

佐々木　コミュニティホーム白石は、介護

老人保健施設の先駆けとして、1989年に

開所しました。特徴は、白石区の中心部に

ある都市型であることと、医療機関などの

併設がない単独型という点です。

佐藤　1999 年開設のあおばデイサービ

スセンターは、厚別区全域にお住まいの方

を対象に、通所でのサービスを提供してい

ます。午前中は主に入浴を、午後は体操や

ゲームなどを実施して、一日楽しく過ごし

ていただけるように工夫しています。

池端　2年前に開所した菊水こまちの郷

は、新しい制度の枠組みから生まれた施設

です（43ページ参照）。小規模多機能型施

設の方では、イベントや趣味活動などの通

所サービスを中心に、必要に応じて「訪問」

や「宿泊」も行っています。

田村　最近の傾向は、入所されてから、病

状の悪化などで病院に入院される方が増

えていることです。以前より入所期間は短

くなってきています。また、必死の思いで

介護されてきたご家族が、私どもの施設を

ご利用されることで「救われた」「安心した」

と言われることも多くなっています。

佐々木　ほっとされるご家族は多いです

ね。介護老人保健施設では、なるべく早く

在宅ケアに移っていただくのが理想です。

でも、ご家族が面倒を見られず、切羽詰ま

るケースも増えています。現在は所定の入

所期間に細かい取り決めはなく、必要な限

りケアをしていく体制になっています。

池端　ご家族がお仕事の都合などで、施

設の送迎時間に合わないこともあります。

そのため当施設では、家族送迎の場合は、

受け入れ時間を制限せず、朝から夜までご

利用いただけるようにしています。

佐藤　暮らし方や家族のあり方も変化し

ています。ご家族に負担がかからないよう

にショートステイを紹介したり、送迎の際

の様子などで気になることがあれば、何ら

かの対応をするように心がけています。

池端　入所を希望される方はたくさんい

るのに、施設数が足りていないという問題

があります。当施設だけでも、入所待機者

が150 名を超えています。ショートステイ

も一時しのぎであって、ご家族の悩みの根

本的な解決になっていないのが実状で

す。

田村　高齢者福祉は、多くの問題を抱え

ています。介護職員の不足もその一つで

す。当施設では、3年前から介護職の養成

にプリセプター制度（※）を取り入れ、技術

面と精神面をフォローする体制にしたと

ころ、職員の定着率が高まりました。

佐藤　スタッフの定着率やスキルのレベ

ルは、ケアの質に直結します。最近は、別の

業界から転職してくる人も増えています。

そうしたスタッフをどう教育し、やる気を

引き出すかというのは共通の課題ですね。

佐々木　最近では個室型の施設も増え、

ユニットケアへと移行してきています。そ

うした施設をうらやましい、と思うこともあ

りますが、従来型施設の良さもあります。

いろいろな職種が連携しあう「大規模多機

能型」のメリットを生かしたいですね。

田村　同様に、従来型の施設では集団行

動が多く、なかなか個別ケアに応えられな

いというジレンマがあります。

佐藤　デイサービスは、ご利用者さまに笑

顔で帰っていただくことが目標です。日中

はあわただしくなりがちですが、職員みん

なで力を合わせ、サービスの質を高めてい

きたいと考えています。

池端　満足いただくケアには、信頼関係

が大切ですが、親しみとなれ合いは違いま

す。当施設ではKSY（こまちのサービスを

良くしよう）委員会をつくり、電話対応など

を含め、接遇面の改善を図っています。

田村　西円山敬樹園ではこれまで、ご家

族と懇談する機会をあまり持てませんで

した。これを見直し、3年前からは年に1度、

ご家族との懇親会を開催しています。直

接、ご家族の本音をうかがい、施設とご家

族が協力しあえる環境をめざしています。

佐々木　ここ数年、ご利用者さまの傾向

もだいぶ変わりました。携帯電話やインタ

ーネットの使用など、通常の生活の感覚を

施設にも求められるケースが増えていま

す。制限はありますが、柔軟に対応できる

ことはないか、考えていこうと思っていま

す。

※プリセプター制度
看護師の養成において採用されてきたシステムで、
新人の担当指導者として先輩職員が付き、一定の期
間、教育を行うこと。


























